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1複 式学級指導法を探究する場の必要性と可能

性

鹿児島県では、周知のとおり、複式学級を有す

る学校は、小学校で県全体の45%と 全国第一位

の高率となっている。毎年5月 に行われる鹿児島

大学教育学部附属小学校の公開研究会には、初め

て複式学級を担当した教員を中心に、多くの参観

者が複式教育の会場を訪れている。しかし、複式

学級の形態は、児童数1名 という極小規模学級も

あれば、学年が飛んで構成される変則複式学級も

あり、公開研究会の場のみでは複式学級指導法に

ついての課題を十分に深められないという限界が

ある。そこで、教育学部と附属小学校複式部の共

同研究として、平成23年 度より年2回 の 「複式

学級の指導を語る会」(以下 「語る会」)を実施す

ることとなったのである。

本共同研究は、今年度で4年 目を迎えている。

当初、複式部主任から研究計画が提案された際には、

「語る会」は公開研究会を補完するという位置づ

けが強かったが、会を重ねる中で、参加者の課題

や悩みを共有するだけでなく、「複式学級の良さ」

を明確にすることが本会の目指すところとなって

いった。特に、附属小学校が平成25年 度より新テー

マ 「個の確立を目指す授業の創造」を打ち立て、

能力像の再検討を行った際には、複式部は 「語る会」

における討議の成果を踏まえた形で 「複式学級に

おいて求められる子どもの姿」についてまとめて

いる。このことから、「語る会」が単なる補完的

な位 置付 けを脱 し、県 下複 式 学級 の 現状 を踏 まえ

た複 式指 導 法 の開発 を 目指 す 場 として発 展 して い

る と評 価 で きる。

さ らに、 「語 る会 」 は 、複 式 の デ メ リッ トを解

消す る ため の指 導法 を求 め るだ けで は な く、複 式

だか ら こそ 学 びの 主体 性や 共 同 的な 学習 が 引 き出

せ る とい う 「複 式 学級 の 良 さ」 を具 体 的な授 業 の

かたち として共有す る場 ともな って いる。 この点 は、

参 加 者 の ア ンケー トか ら も明確 にな って い るが 、

教 師 自身の 複式 に対 す る 認識 の転 換 が もた らす 指

導法改 善 への影 響 は大 き いもの と考 え る。

以下 で は、本会 の取 り組 み の概 要 と参加 者 の声、

「語 る会」 の成 果 と今後 の課 題 につ いて報 告す る。

2「 複 式 学級 の指 導 を語 る会」 の概 要

過 去3年 間(計6回)に 渡 っ て取 り組 ん で きた

当会 の概 要 を ここに ま とめ る と共 に、各 会 で 出 さ

れた ア ンケー ト結果 をま とめ る。

2.1プ ログ ラム の概要

【第1回 複 式学 級 の指導 を語 る会 】

日時:平 成23年8月6日(土)13:00～16:55

場 所:鹿 児 島大 学教 育学 部 附属 小学校 複 式 皿組

日程:

13:00開 会 行 事

ヒヤ リン グシー トの記 入

13:15本 校 の 複式 学級指 導 の概 要説 明

14:25授 業研 究会 、 ワー クシ ョ ップ1



(国語科 ガ イ ド学習)

14:35授 業研 究会 、 ワー ク シ ョップH

(算数科 ガ イ ド学習)

15:55複 式学級 の指導 につ いて のワーク ショッ

プ 皿(ヒ ヤ リン グシ ー トを もと に した

グル ープ討 議)

16:45閉 会行 事

【第2回 複 式 学級 の指 導 を語 る会】

日時:平 成24年1月7日(土)13:00～16:55

場所:鹿 児 島大学 教育 学部 附属 小学 校複 式 皿組

日程:

13:00開 会行 事 ・移動

13:10自 己紹 介

本 校 の複式 学級 指導 の概 要

13:25ワ ー クシ ョップ1(国 語科 ガイ ド学習)

14:15ワ ー ク シ ョップII

各 人 の悩 み ・課 題 を基 に した座談 会

15:55ワ ー ク シ ョップ 皿

ワー ク シ ョ ップHで の 話題 を基 に,ボ

スター作 りを通 して複 式指導 を考 え る。

16:35閉 会行 事

【第3回 複 式学 級 の指導 を語 る会 】

日時:平 成24年8月8日(水)13:00～16:55

場所:鹿 児 島大学 教育 学部 第2講 義棟4階 講義 室

日程:

12:40受 付

13:00開 会行 事

13:10ワ ー ク シ ョップ1

模 擬 授業(国 語 科:中 学 年)を 通 した

授 業改 善 のポイ ン ト

14:25探 究活 動:『 気 付 き』が授業 を変 える!

ガイ ド学習 の指 導 のポ イ ン ト

14:55ワ ー ク シ ョップII

複 式 学級 にお け る学習 指 導や 学 級 経営

につ いて の意見 交換

探 究 活 動:『 未 来 』 に つ い て語 る 一 こ

れ か ら複 式 の子 ど もに求 め られ る 力 と

は

16:45閉 会行 事

【第4回 複式 学級 の指 導 を語 る会】

趣 旨:複 式 学級 の指 導 にお ける学 習 内部 や指 導 方

法 及び生活指導 や学級経営 な ど,多 様な課題 に対 し,

意 見 交 換や グル ー プ討 議 な どを通 して,課 題 を共

有 した り課題 解 決の ため の具体策 を考 え た りす る。

日時:平 成24年12月27日(木)13:00～16:55

場所:鹿 児島大 学教 育学 部第2講 義棟4階 講義 室

日程:

13:00開 会 行事

13:10ワ ー クシ ョ ップ1

事例 を基 に した 「かか わ る」 た め の指

導

① 高知 大 学教 育 学部 付 属 小学 校複 式 研

究大 会授 業検 証(ビ デ オ視 聴)

② 九州 へ き地 研 究協 議 佐賀 大 会 の授 業

検証(ビ デ オ視聴)

探究 活 動:か か わ るた め に必 要 な教 師

の 手立 て

15:05ワ ー クシ ョ ップII

本校 の研 究概 要 説 明及 ぶ事 例 紹介 及 び

質疑 応答

15:55ワ ー クシ ョ ップ皿

各 人の悩 み,課 題 を基 に した座談 会

16:35閉 会 行事

【第5回 複 式学 級 の指導 を語 る会 】

テー マ:複 式学 級 の 「よ さ」 を問い 直す

趣 旨:意 見 交 換 や グル ー プ討 議 な どを通 して,複

式学 級 の よ さ につ いて,そ の特 性 を も とに考 え を

深 めた り、 複式 学級 の指導 にお け る学習 内容 や 指

導 方 法及 び 生活 指導 や 学級 経 営 な どの課 題 を共 有

しなが ら課題 解 決の ため の具体策 を考 え た りす る。

日時:平 成25年8月19日(月)13:00～16:55

場所:鹿 児島大 学教 育学 部 附属 小学校 複 式教室

日程:

13:00開 会 行事

13:10ワ ー クシ ョ ップ1

複式 学級 の 「よ さ」 を問 い直す

13:50ワ ー クシ ョ ップH

複 式学 級 の 「よ さ」 を生 か した ガイ ド

学習 の ポイ ン ト

14:40ワ ー クシ ョ ップ皿



模 擬 授業(国 語 科)を 通 した グル ー プ

討 議

16:00ワ ー ク シ ョップIV

複 式 学級 にお け る学習 指 導や 学 級 経営

につ いて の意見 交換

16:45閉 会行 事

【第6回 複 式 学級 の指 導 を語 る会】

趣 旨:複 式 学 級 の指 導 にお け る学習 内容や 指 導方

法 に対 し、意見 交換 や グルー プ討議 な どを通 して,

課題 を共有 した り問 題解 決 のた め の具体 策 を考 え

た りす る。

日時:平 成25年12月27日(金)13:00～16:55

場所:鹿 児 島大学 教育 学部 附属 小学 校複 式教 室

日程:

13:00開 会行 事

13:10ワ ー ク シ ョップ1

複 式 学年 別 指導 の授 業づ く りのポ イ ン

ト紹介

14:00ワ ー クシ ョ ップII

複 式学 級 別指 導 の進 め 方 のポ イ ン ト紹

介

14:55ワ ー クシ ョ ップ皿

グル ー プ ワー クによ る授業 づ く り

16:40閉 会 行事

第1回 で は 、附属 小 学校 複 式部 にお け る国語 と

算 数 の ガイ ド学 習 につ い て呈 示 し、 後半 で は ヒヤ

リング シー トを も とに参加 者 が悩 み を交 流 し合 う

場 を設定 して い る。第2回 も同様 の 構成 にな って

い るが 、 グルー プ討議 で は模 造紙 に課題 を整理 し

てポ スタ ー を作 成す る作 業 を行 って い る。

2年 目 とな る平 成24年 度 は、 附 属 小学 校 の 新

しい研 究テーマ設定 に向けた模索期 と重な って いる。

そ こで 、第3回 で は、 「『未来 』 につ い て語 る一 こ

れか ら複 式 の子 ど もに求 め られ る力 とは」 とい う

探 求活 動 が行 わ れ て いる 。そ の概 要 は表1に ま と

め たが 、 この結 果 、 「語 る会 」 の 活 動 が次 年 度 の



公 開研 究会 の 計画 に活 か され る こと にな った ので

あ る。

さ らに 、第4回 で は 、附属 小 学校 複 式部 の 教員

が視 察 を行 った高 知県 と佐賀 県 の複 式 学級 の 公 開

授業 の様子 につ いて 、映 像 を交 え て紹介 して い る。

黒板 の配置 な ど、基 本 的な教 室 レイ アウ トも鹿児

島 と は異 な る地域 が あ り、鹿 児 島 の典 型 的な 複式

学級 のイ メー ジ を見 直す き っか け とな っ た。 この

よ う に、2年 目は視 野 を広 げ、 未来 指 向型 の ワー

ク シ ョップ を実施 した といえ る。

続 く3年 目は 、第5回 で 改 め て 「複 式 の 良 さ 」

とは何 か を考 え なが ら、そ の良 さを活 かす 具体 的

な授業の提案が行われ ている。そ して、第6回 で は、

参加 者 が ワー ク シ ョ ップ にお いて実 際 に授 業 づ く

りに取 り組む共 同作業 を行 っている。 ここか ら、「語

る会 」 は 、悩 み を共 有す る場 か ら、複 式 の良 さ を

活 か した授 業 づ く りの場 へ とシ フ トして きて い る

といえ よ う。

2.2ア ンケ ー トの結 果

次 に 、参 加 者 の ア ン ケー トの 結果 を ま とめ る 。

まず 、参 加 者 の概 要 で あ るが、 表2に 示 した よ う

に離島 を含 めて広 い地域 に渡ってい ることがわか る。

中 に は、複 数 回 にわ た って参 加 して いる参 加 者 も

い る。

次 に、第1回 と第2回 のア ンケー ト結果 をみると、

複 式学 級 の担 当者 が 集 ま って交 流 で きた ことの意

義 が大 き い とい う こ とが 分 か る。加 えて 、ガ イ ド

学習 な どの方法 をただ型 どお りに行 うので はな く、

学校 や 子 どもの現 状 に合 わせ て 独 自 に作 り上 げ た

い と いっ た 「複式 学 級指 導法 の 自校 化 」へ の 期待

もみ られ た。

さらに、第2回 のア ンケー トで は、 「複式 の良 さ」

を再 認識 した ことの意 義 が多 く上が って いる。 そ

して 、学 校 全体 と して 複 式学 級 の良 さ を活 かす 実

践 に取 り組 み たい と い う展望 が語 られて い る。

【第1回 複式学級の指導を語る会 ・アンケー ト結果】

1こ の会を通 じて役に立ったこと

・算数の模擬授業が大変参考になった。
・複式学級の授業の流 し方が分か り参考 になった。
・練 り上げる段階の活動が参考 になった。
・学年別指導での教師介入のタイミングのヒン トを得

た。

・共通の課題が多 く解決 に向けてのヒン トをもらった。

・同じ悩みを持ち独 自に工夫 して解決を図っているこ

とが分か り意欲が沸いてきた。

・複式 には自分が抱 えている課題以外にもっと多 くの

課題があ り先生方の取 り組む姿に勇気づけられた。
・複式のよさを生かした授業作 りの大切さがわかった。

2今 後学校で考えていきたいこと/実 践したいこと

・ガイ ド学習の実践 ・定着 をはかる。
・自校化 したガイ ド学習の手引きを作成 していきたい。

・ガイ ドとフォロアとの協力体制を築いていきたい。

・授業を組み立てる上での導入 ・まとめの工夫をした

い。

・多様な考え方をもとに高め合う観点を明確にしたい。

・子 ども同士の話 し合い伝え合いについて考えたい。
・子 どもが 「学校が楽 しい」 「授業が楽 しい」 と言っ

て くれるような学校 ・学級の活動 ・授業づ くりをし

たい。

・個性や人間関係を打破するための取組を考えていき

たい。
・社会や理科の指導法や校 内での協力体制を見直した

い。

・校内の設営や備品の整備 を進めたい。

・一人学級の指導の工夫について考えたい。
・近 くの学校 との協力体制や指導計画づ くりを行いた

い。

・研究授業の共同参観を行いたい。
・教材研究の効率化のためにテータの共有化 を図 りた

い。

3こ の会に対する意見 ・要望な ど



・模擬授業を受けることで 日ごろ子 どもが どんな思考

作業 をした り学習問題か らまとめる段階までの問で

どんな喜びを味わった りす るのか を感 じることがで

きた。

・初めて複式担任 をすることになったとき何をしてい

いか分からず大変な思いをした。教えて くれ る人が

近くにないこともプレッシャーだった。
・県全体の複式学級の現状について話 し合 う場がある

ことはとても指導に役にたつ。今後も継続してほしい。

・この会を定期的にやってほしい。

・普段感 じていることや疑問を多くの先生方と話すこ

とができたよかった。

・学習指導だけではなく生徒指導の話もできてよかっ

た。

・他校の授業の実践 も聞きたい。

・2学年分教材研究 を効率的に行 う方法を知 りたい。

【第2回 複式学級の指導を語る会 ・アンケー ト結果】

1こ の会を通じて役に立ったこと

・複式学級のよさを改めて知ることができた。

・少人数学級はメリットがたくさんあるということを

知ることができた。
・初めて参加 したが、他校の先生の実践や模擬授業な

どとても勉強にな った。「教材研究が大変だが、デ

メ リットではない」という言葉に元気をもらった。
・第1回 で学んだことも含めて、ガイ ド学習の進め方

や授業の流し方な ど指導方法が役に立った。

・複式学習について、細かな配慮などが参考になった。

各学校の悩みなどを共有できてよかった。
・学習環境の充実が大切だと改めて感 じた。

2今 後学校で考えていきたいこと/実 践 したいこと

・前年度までの学習を掲示 し、学習の参考にしていく

事例が大変興味深かった。小学校でも活用できない

か検討していきたい。
・よ り具体的な活動の道筋を立てる ことを心掛けたい。
・学校全体で共通 して行 う必要があることを少 しずっ

でも実践 してきたい。

・教育課程の編成の工夫 について早速職員会儀で提案

したい。
・ガイ ド学習の練 り上げの視点など3学 期に生か して

いきたい。

・子 どもの作品を新聞に投稿したいと思う(子 どもの

自信につなが りそ う)。

続 い て、2年 目第4回 の ア ンケ ー ト結 果 で は 、

他県 の事例 を通 して 反省 的 に 自 らの実 践 を振 り返

る ことがで きた とい う意見 や、子 どもの学 び を 「関

わ り」 や 「対 話」 とい う観点 か ら再 検 討で き た と

い う記 述 もみ られ る 。複 式 学級 の良 さを少 人 数 ・

異年 齢 集 団 とい った 環境 レベル で と らえ るだ けで

は な く、そ うい った 環境 が学 習 過程 にお いて どの

よ う に良 さが 発揮 されて いるか とい う踏 み込 ん だ

考 察 に シフ トして い る ことが窺 える 。

【第4回 複式学級の指導を語る会 ・アンケー ト結果】

1こ の会を通 じて役に立ったこと

・他県の複式学級指導の様子を知ることができた。

・他県の実践から、自分 を振 り返る良い機会 となった。
・「関わり」について、多様な考え方を学ぶ機会 になっ

た。

・「関わ り」について 「教材 ・自分 ・他者」の観点か

ら考えることができ、対話の視点を深めることがで

きた。
・「関わ り」を意識 して 自分の授業を振 り返ることが

できた。

・新たな視点か ら授業について考えることができた。

・体育の取 り組みは興味深かった。
・国語の授業で拡大教材の用い方が参考 になった。
・他校の実態を聞きなが ら多様な支援の仕方を学べた。

2今 後学校で考えていきたいこと/実 践 したいこと
・複式教育の特性を活かした 「人間形成」に取 り組み

たい。
・縦割 りの良さをもっと活かしていきたいと思った。
・「複式だからこそできる学習」に取 り組んでいきたい。

・集団の在 り方 によって個が活か されるという視点が

興味深かった。
・コミュニケーション能力を高めるための工夫をした

い。

・体育の実践を見て、意図を持った異学年の関わ りの

場の設定について考えたいと思った。
・各教科の特性 について学ぶ ことでよ り効果的な指導

に繋がることを実感 した。

最 後 に、 第6回 の ア ンケー ト結 果 の概 要 を挙 げ

ておきた い。 こ こで注 目されるの は、ワー クシ ョッ

プ を通 して 、複 式 学級 だ けで な く単 式学 級 で も活

用 され るべ き指 導 の基 本や 普 遍 的な価 値 につ いて

学べ た との 言及 が み られ た 点 で あ る。 こ こか ら、

複 式 学級 指 導法 に対 して視 野 の広 が りが み られ る

よ うにな った ことがわ か る。

【第6回 複式学級の指導を語る会アンケー ト結果】
・他校との交流ができて情報交換の場となった。
・教材分析 ・めあての大切 さを学んだ。
・教科を学ぶ ことの大切さを知 った。

・複式学級の授業ではな く、授業の基本を改めて見直

す ことができた。
・単なる複式指導法ではなく、国語の教材研究 という

感 じだった。
・「学びを深める学び方」が参考になった。

・複式学級の難しさとや りがいを感 じた。

・「めあて」の設定の仕方を学んだ

・話 し合いの大切 さを知った。
・次の学期に活用できる授業であった。

・学校に持ち帰って他の職員にも伝えたい。



・ガイ ドの育成は、話型ではな く、教師のモデルが大

切だと学んだ。

3複 式 学級 の 良 さを活か した 指導 法 に向 けて

以 上 に述 べ た よ うに、 「語 る会 」 は 、 ガ イ ド学

習や わ た りの タイ ミ ングな ど狭 い意 味 で の複 式指

導 を解 説す る場で は な く、複 式 学級 の良 さ を活 か

しなが ら、広 く学 習 観や 子 どもの能 力 像 を論 議す

る場 として 回 を重 ねて き て いる。

また、参 加者 の個 別 の悩み を交流 す る段階 か ら、

学校 や 地域 レベル で 小規 模校 の良 さ を高 めて い く

組織 的 な取 り組 みの 必要 性 が語 られ るよ う にな っ

た点 も注 目され る。 この こ とは、 少子化 によ る統

廃合 や 一貫 校化 が 進 んで いる 中で 、未 来 の学校 像

を考 える上 で も重 要 な議 論 で ある と いえ る。 複式

学級 の良 さ を活 か した授 業 づ く りは、 数 の論 理が

先行 して い る現在 の 学校 再編 の動 向 に対す る問題

提起 ともな るだ ろ う。

複 式 学級 で 教 え る とい う ことは 、教 員 に とって

はそ の指 導力 が問わ れ る ことを意 味す る。 しか し、

そ こで 問わ れ る指 導 力 は、本 来 は通 常 の学 級 にお

い て も同様 に求 め られ る本質 的 な も のが 、よ り顕

著 に現 れて いる と い う側 面 を もっ て いる。 そ れ ゆ

え に、 教員 に とって も貴 重 な成 長 の機 会で ある と

とも に、大 き なや りが い を得 る機会 で あ る とい え

よ う1。

付記

「複式 学 級 の指導 を語 る会 」 は、平 成23年 度 当

時 の 附属 小 学 校複 式研 究 室 主 任 の石 川 雅 仁 教 諭 、

及 び宮 崎憲 一 郎教 諭 、當 房省 吾 教諭 と教育 学 部教

員 に よって 計 画 され ス ター トした も ので あ る こと

を付 して お きた い。

1AssociationfortheDevelopmentofEducationinAfrica

(ADEA)(2005)、ResourceMaterialsノ 加Multi-Grade

Teachingに は、複式学級を受 け持つ教員のための具体的

な研修資料が集め られていると同時に、複式学級の良さ

や教師にとってのや りがいについて述べ られてお り、そ

の内容 は 「語 る会」での議論 と多 く重なるものであ り、

参考になる。


